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黄金比                     横浜市立保土ケ谷中学校                                                                           

校  長      工藤 祐嗣 
    

早いもので３年生の卒業まであとわずかになりました。４月からそれぞれの道で夢を抱きながら活躍して

いくことを期待しています。 

もう季節外れになってしまいましたが、校長室に「新年明けましておめでとうございます」という書初めが

掲示してあります。これは昨年の卒業生が書いてくれたものです。縮小してあり細かな筆づかいは表せませ

んが実に素晴らしい文字です。パソコンではこのような味は絶対に出せません。文字の大きさ、文字と文字

の間隔も違います。それなのにどうしてこのように素晴らしく見えるのでしょうか。 

要は「バランス」です。「黄金比」という言葉は聞いたことがあるでしょうか。古来より建築や彫刻・絵画な

どに取り上げられてきたことから、 「美しい比率」と言われています。自然界やデザイン、建築などにも多く

用いられています。「モナ・リザ」や ミロのビーナス（古代ギリシャ）、ピラミッド（古代エジプト）、 葛飾北斎

の「神奈川沖浪裏（富嶽三十六景）」などが有名ですが「アップル社のリンゴのマーク」も黄金比から作ら

れているそうです。ほかにも数多くあると思います。是非調べてみてはどうでしょうか。 

少し視点は違うかもしれませんが、先日、買い物に出かけたときに冬物のバーゲン品を見ていました。間

髪入れずに店員さんが近づいてきていろいろと説明してきました。もう少し見たかったのですが私はその店

から出ていきました。私とのバランス（息）があわなかったというか、私はその時に説明を求めていたわけで

はなかったのです。友達関係や仕事の中、様々な世界で「相手の気持ちに寄り添う気持ち」「相手を理解す

る気持ち」こんな「気持ち」の「黄金比」があるならば日々自分を振り返り、しっかり意識しながら過ごしたい

と思います。 

これからは季節の黄金比、新しい出会い、咲き誇る花々、心地よい風、春はそこまで来ています。 
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 対話を大切にする ～事実立脚性と論理整合性～ 

  小川幸司さんの講演を、社会科の研修会で聴く機会がありました。人が対話を深めるには、「事実立脚性」と「論

理整合性」が必須だということが語られ、強く印象に残りました。事実に基づくこと。これは実は意外に難しいのです。

実際に何があったのか、あるいは何が起こっているのか。ガザ戦争をみても、ウクライナ戦争をみても、今まさに起きて

いることなのに、何が事実か分からないことばかりです。とはいえ、なるべく証拠に基づいて事実を確かめ、それをどう

見るかということからスタートしなければ、対話は成立しません。 

次に、事実をどう見るかということも大事です。円錐は横から見れば三角形だし、上からみれば円です。ここで大切

になってくるのが、論理整合性です。１＋１＝２というのは、論理的に整合しています。こういう整合性があるかどうか。A

さんは B さんより背が高い。C さんは B さんより背が低い。だとすると、A さんと C さんは、どちらが背が高いか、こう

いうことですね。 

  こうしたことが整理されないと、対話は成り立ちません。 

  学校で起こるさまざまな出来事も、巷間に広まる教育についての言説も、「事実立脚性」「論理整合性」があいま

いなままであることが多いと思います。だから、対話が成り立たないのだなと、強く思う、今日この頃です。 

１月２４日、２年生の職業体験を保土ケ谷中学校で実施しました。 

１２業種の講師の方々に来校していただき、仕事内容などのお話を聞きながら、実際の仕事内容を体験しました。

生徒は事前に職業を１つ選択し、事前学習として企業についての調べ学習を行い、当日を迎えました。体験中の生徒

はとても真剣で、普段学校では学べない体験ができることに表情を輝かせていました。 

昨年度は、職業講話という形で様々な企業の方の話を聞き将来について考える時間がありましたが、それらを踏ま

えて今年はさらに「働く」ということがどういうものなのか、体験を通して将来についての考えを深めることが出来まし

た。 

事後学習の発表会を行った際には、「将来」という言葉が多く飛び交いました。社会に出て働く想像が少しでも具

体化され、今後の進路選択に役立ててほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副校長より 副校長 鈴木 浩 

職業体験 活動報告 

【職業体験に来てくださった企業の方々】 

・日本調剤薬局様   ・株式会社東京ソワール様   ・株式会社アタム様   ・ProVision株式会社様 

・読売新聞様   ・ブロードマインド株式会社様  ・一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟様 

・一般社団法人ディレクトフォース様   ・日鉄ソリューションズ株式会社様   ・なのはなキッチン様 

・あんど DOG様   ・横浜建設業青年会様 

 担当： 山崎 明日香 



３年生はもうすぐ卒業です。保土ケ谷中学校を巣立つ時、自分のことを好きになって卒業してほしいと思っています。 

２学期の学年集会で、ケツメイシの「出会いのかけら」という曲の歌詞を紹介しました。 

「拾い集めた出会いのかけら一つずつ手に取り磨いてみる わずかな光も温かな手も握りしめたときから出会いが愛

へと変わっていく 出会いは愛へと変わり、愛で満たされると自分のことも好きになる」という歌詞です。 

２年前に青学年が入学して出会い、互いを認め合いながら出会いのかけらを磨いてきたことと重なります。１年生の時

にはなかなか互いを認め合うことができませんでした。しかし、今では学校生活での様々な場面で、愛のある仲間への

言葉がけや励ましがみられます。自分のことを好きになれましたか？みんなはいろんな人から愛されて、愛で満たされて

いるはずです。自信をもって自分のことを好きだと思ってほしいです。そして、残りわずかの中学校生活を大事にし、愛し

てくれている人たちへ卒業式で感謝の気持ちを立派な姿や、返事、歌で、伝えていきましょう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学年主任より 

２学年主任より  

３学年主任より 

保土ケ谷中学校に入学して、1 年が経とうとしています。ようやく中学校に慣れてきたと感じている人も多いかと思い

ますが、まもなく、新一年生を迎え、先輩になります。準備はできているでしょうか。この 1 年間、本当にいろいろなことが

ありました。すべての活動や行事に「初めて」という言葉がつきました。「初めての出会い」「初めての行事」。いろいろな

「初めて」の中で、一番大切なことはまず「知ること」だと先生は考えています。正しい情報がなければ、正しい判断やか

かわりができません。友達についても同じです。好きなこと、嫌いなこと、趣味や部活動など、共通点や相違点を理解す

ることで、適切なかかわり方が見えてきます。来年、2 年生になるにあたって、この年度末に、一度、この 1 年間をしっか

り振り返ってみましょう。しっかり振り返りを行うことで、来年度、どうしていきたいか、どうしていくべきかが見えてきます。

来年度は、この 1 年間の経験を土台に、様ざまなことにチャレンジし、後輩から見てカッコいい先輩に、そして 3 年生か

らこの保土ケ谷中学校を安心して任せられると言ってもらえるような 2年生を目指し学年全体で頑張っていきましょう。 

 

中学校で過ごす３年間の中で、中学校２年生の１年間は自分自身が大きく変化する期間です。まだまだ小学生っぽ

さの残る１年生とも、卒業後の進路を見据えグッと大人っぽくなる３年生とも異なり、中学校２年生はとても「フクザツ」

な年ごろのような気がします。この一年間、うまく言葉で説明できないモヤモヤに悩んだ人も少なくないと思います。 

自分では何も変わっていないつもりでも、背は伸びているし、賢くもなっています。今まで気にならなかった家族や友

人のちょっとした立ち振る舞いに、イライラしてしまったり、反対に救われたりもします。自分のことについても、「どうして

自分はこうなんだろう」と自己嫌悪に陥ったりすることもあったでしょう。こうして、自分や他者と向き合い、人間関係に悩

み、迷い、一喜一憂しながら、みなさんは着実に成長しているのです。 

国内外、世の中は大きな変化が起きています。身近な学校にも自動販売機が設置されました。変化を恐れず、むしろ

楽しみながら、自信をもって、最高学年に進級してください。さらなる変化（進化）と成長を楽しみにしています。 

芹田 仁一 

草刈 秀太 

松浦 里香 



スクールカウンセラーの渡辺 静さん来校日…☆ 

小山 賢二さん来校日…★ 

 
曜 行事など 日 曜 行事など 日 曜 行事など 

１ 土 
 

１２ 水 卒業証書授与式        

１・２年生 家庭学習１５：００ 

２３ 日  

２ 日 
 

１３ 木 完全下校 ２４ 月 完全下校            ★ 

３ 月 朝会                ★ 

完全下校 

１４ 金 完全下校 ２５ 火 修了式・離任式 

完全下校 

４ 火 専門・特別委員会 １５ 土 
 

   

５ 水           ☆ １６ 日 
 

   

６ 木 全校評議会 １７ 月 １年スポーツ大会 

完全下校             ★ 

   

７ 金 
 

１８ 火 完全下校    

８ 土 
 

１９ 水 ２年スポーツ大会 

完全下校             ☆ 

   

９ 日 
 

２０ 木 春分の日 
  

 

10 月 １・２年校内チャレンジ模試                      

                    ★ 

２１ 金 完全下校              
   

１１ 火  ２２ 土  
   

３月予定表 


